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研究成果の概要（和文）：組織における活動を実践する際に必須となるリーダーシップに関して、これまで従業員の行
動評定による測定法が採られてきた。それに対し本研究では、リーダーが直面する個別の状況の下でとるべき対応のあ
り方について、状況課題（クイズ形式）として出題し、対象者に回答してもらう新しいリーダーシップ測定法を開発し
た。658名の大学生から得たデータを用い、リーダーシップに関する知識の構造を分析した。その結果、当初想定した
４因子による設問構造―対人志向リーダーシップ、ビジョン型リーダーシップ、業務志向リーダーシップ、育成型リー
ダーシップ―が，リーダーシップの中核的認知枠組みをなしていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The study of leadership has heavily employed the behavior ratings as the method 
for leadership measurement. This study, however, developed an original technique that specifies 
situations under which leaders judge contingencies and respond appropriate actions. Data was collected 
from 658 undergraduate students. The confirmatory factor analysis found that as was expected, four 
factors, i.e., people-oriented leadership, visionary leadership, task-oriented leadership, and 
developmental leadership, represented the core mental framework of leadership.

研究分野：経営学
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１．研究開始当初の背景 
リーダーシップは，経営学においてもっと
も数多く研究が実施されてきた領域である。
過去１世紀以上にわたる研究の成果は，
Handbook of Leadership や Handbook of 
Industrial and Organizational Psychology
などで，包括的に展望されている。 
これまでの知見を踏まえれば，リーダーシ
ップ研究は，リーダーが生得的にもつ優れた
個人属性を明らかにする「特性アプローチ」
(e.g., Stogdill, 1974)，任命されたリーダ
ーが示す行動を記録する「行動アプローチ」
(e.g., Fleishman, 1953; 三隅, 1966)，リ
ーダーシップの効果に大きく作用する境界
条件を探る「状況適合アプローチ」(e.g., 
Fiedler, 1967; Hersey & Blanchard, 1988)，
現状打破と組織変革をもたらすリーダーの
資質を明らかにする「変革型・カリスマ型ア
プローチ」(e.g., Burns, 1978; Conger & 
Kanungo, 1987)，業務遂行に寄与するチーム
メンバーとリーダーの関係性の質に目を向
ける「リーダー・メンバー交換関係アプロー
チ」(e.g., Graen & Uhl-Bien, 1995)の５つ
に整理されている(金井・髙橋, 2004)。 
リーダーシップ研究には５つの大きなア
プローチがあるが，その測定については収斂
が見られている。観察可能なリーダーシップ
行動を，グループメンバーや部下が評定する
形式が，リーダーシップ測定方法の大多数を
占めてきたのである。言い換えれば，リーダ
ーの行動を部下や周囲の従業員を主観的に
評価する「行動尺度法」が主流となってきた
のである。 
 
２．研究の目的 
本研究では，従来の行動尺度法とは一線を
画す革新的な測定法を開発することを意図
した。 
行動尺度法には，①単一の理論に依拠する
こと，②観察可能な行動特性に重点を置くこ
と，③項目尺度法を用いることの 3点で限界
があった。これに対し本研究では，リーダー
シップの測定にあたって，「認知アプローチ」
(e.g., Lord & Emrich, 2000; Mumford et al., 
2003)を採用する。すなわち，リーダー本人
がもつ知識やものの考え方をリーダーシッ
プの中核要素とし，リーダーの認知を測定す
ることによって，リーダーシップの程度を判
断するのである。 
 
３．研究の方法 
リーダーシップに関するこれまでの理
論・研究の蓄積を活用し，リーダーが直面す
る個別の状況を理論に基づいて特定し，その
状況下でリーダーがとるべき対応のあり方
について，状況課題（クイズ形式）として出
題し，対象者に回答してもらう。これによっ
て，リーダーシップに関する知識を問うので
ある。 
状況課題での正誤答のパターンから，対象

者自身のリーダーシップの水準を，母集団に
照らして相対的に位置づけることは，本研究
の特長である。 
加えて，これまで支配的だった項目尺度法
を廃し，テスト開発のための先端的統計技法
である項目反応理論(item response theory 
analysis: IRT)を用いることも，本研究の大
きな特徴である。 
わが国のビジネスパーソン(管理者 565 名，
一般従業員 1,423 名)を対象として，予備調
査を行った。その結果から設問を修正し，53
問の状況課題を設定した。658 名の大学生か
ら得たデータを用い，リーダーシップの新測
定法の妥当性を検証するとともに，リーダー
シップに関する知識の構造を，確認的因子分
析(confirmatory factor analysis)によって
分析した。 
 
４．研究成果 
項目反応理論分析では，53 問中 32 問につ
いて，その判別性と困難度の点で，適切でな
いことが明らかになった。不適切な設問を除
外し，21 問のリーダーシップ状況課題を分析
した。 
確認的因子分析の結果から，当初想定した
４因子による設問構造が妥当であることが
明 ら か に な っ た (GFI=.97, AGFI=.97, 
CFI=.93, RMR=.01, and RMSEA=.01)。 
 

すなわち，「対人志向リーダーシップ」「ビ
ジョン型リーダーシップ」「業務志向リーダ
ーシップ」「育成型リーダーシップ」の４つ
の対処行動が，リーダーシップの中核的認知
枠組みをなしており，この４つの側面に関し
て高い知識を有する人が，優れたリーダーシ
ップを発揮できる可能性があることが示唆
されたのである。 
本研究の主たる成果は，米国産業組織心理
学 会 (Society for Industrial and 
Organizational Psychology)大会にて，シン
ポジウムの形で採択され，その成果が国際的
に認知された。また，その主たる成果につな
がる形で，研究代表者ならびに研究協力者が，
それぞれ研究論文・学会報告等を国内外で公



刊・発表した。本研究課題に直結した研究成
果のみならず，関連領域を含めて，多数の研
究成果が認められている。 
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